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【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   33/554    　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     ＺＮＡＮ
   Ｇ０１Ｎ   33/543    ５４１Ａ
   Ｇ０１Ｎ   33/543    ５７５　
   Ｃ１２Ｑ    1/02     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/12     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/115    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月21日(2020.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　一般論として、バイオセンサーは、敏感な生物学的成分を物理化学的検出器成分と組み
合わせる分析物の検出のためのシステムまたは装置である。典型的なバイオセンサーシス
テムの構成要素は、生物学的成分、トランスデューサーまたは検出成分、および試験結果
を意味のある有用な方法で表示する関連する電子機器またはシグナルプロセッサーを含む
。生物学的要素は、典型的には、組織、微生物、オルガネラ、細胞受容体、酵素、抗体、
核酸などのような生物学的材料を含み、これらは既知の生物工学的プロセスによって作り
出すことができる。変換器または検出成分は、分析物と生物学的成分との相互作用から生
じる信号をより容易に測定および定量化することができる別の信号に変換する物理化学的
方法（例えば、光学的、圧電的、および／または電気化学的）で働く。バイオセンサーは
、抗体－抗原相互作用などの生体分子－分析物相互作用を定性化または定量化するための
分子生物学および情報技術（例えば、超小型回路、光ファイバーなど）の統合から生じた
。食品中の感染性病原体、病原体または／および毒素を検出するための迅速で、敏感で、
扱いやすく、そして費用効果の高い検出ツールに対する大きな需要があることを考慮する
と（例えば、Ｍｅａｄ　ｅｔ　ａｌ．，Ｆｏｏｄ　Ｒｅｌａｔｅｄ　Ｉｌｌｎｅｓｓ　ａ
ｎｄ　Ｄｅａｔｈ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｕｎｉｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ，Ｅｍｅｒｇｉｎｇ　Ｉ
ｎｆｅｃｔｉｏｕｓ　Ｄｉｓｅａｓｅｓ；Ｖｏｌ．５，Ｎｏ．５，Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ－
Ｏｃｔｏｂｅｒ　１９９９（６０７－６２５）（その全体が参照により本明細書に組み入
れられる）において、食品中の感染性病原体、病原性微生物、毒素、およびその他の汚染
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物質を検出および識別するための、リアルタイムの携帯型の装置および機器等、バイオセ
ンサーの利用に対する継続的な必要性がある。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
　　（特許文献１）　国際公開第０２／０６８４７３号
　　（特許文献２）　米国特許出願公開第２００３／０６４３６２号明細書
　　（特許文献３）　米国特許出願公開第２０１３／１４９７７５号明細書
　　（特許文献４）　国際公開第２０１６／１４９１０９号
　　（特許文献５）　国際公開第２０１６／１６１０８８号
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